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誤 正

p.14 上から13行目 そのような場合には[4.3]節リベット締結（f）モードを参考に願いたい。
そのような場合には本章[6.]図1.49の式，および第9章[3.2]図9.8の破損モード，

および式（13）を参考に願いたい。

p.16 上から3行目 （より詳細な力学解析は第8章[9.2]参照）。 （より詳細な力学解析は第9章[3.]参照）。

p.16 上から4行目 （詳細は第8章[9.3]参照）。 （詳細は第9章[4.]参照）。

p.28 式（28） F ＝mν2 /γ≒ 24.0 kN F ＝mν2 /γ≒ 19.3 kN

p.43
7.1　事故状況
上から3行目

ハブの以上な摩耗や ハブの異常な摩耗や

p.47 上から1行目 2段S-N曲線の減少が起こる。 2段S-N曲線の現象が起こる。

p.265 式（13）
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